
只見線（只見・会津川口間）の上下分離方式による復旧に伴う鉄道事業許可について

○ ＪＲ只見線（只見・会津川口間）は、平成23年７月新潟・福島豪雨により、橋りょう流失等の甚大な被害。

○平成29年６月、ＪＲ東日本と福島県は、上下分離方式の導入と鉄道による復旧で合意し、現在、令和４年度上半期

の工事完了、令和４年中の運転再開を目指して復旧工事中。 ※総工事費：約81億円（平成29年６月の復旧合意時点）

（平成30年６月成立の改正鉄道軌道整備法により、復旧工事には国の災害復旧補助制度が適用（補助率1/3））

○上下分離方式の導入に必要な鉄道事業法上の手続として、令和３年６月30日付けで、ＪＲ東日本から現行の第一

種鉄道事業の廃止の届出及び第二種鉄道事業（運行）の許可申請、福島県から第三種鉄道事業（鉄道施設等の保

有）の許可申請が行われ、今般、令和３年11月30日付けで申請通り許可を行うもの。

ＪＲ東日本が運行中
（第一種鉄道事業）

ＪＲ東日本が運行中
（第一種鉄道事業）

平成23年７月から
運休中（バス代行）
<許可申請区間>

（60.8km）（27.6km）（46.8km）

≪路線概要≫

・小出・会津若松間 ３６駅・１３５．２ｋｍ（単線非電化）

・昭和４６年全通

・平均通過人員：３７０人／日ｋｍ（平成２２年度）

・旅客運輸収入：１９２百万円（平成２２年度）

区間 只見・会津川口間(27.6km）

申請者

・第二種鉄道事業者
ＪＲ東日本（代表取締役社長 深澤 祐二）

・第三種鉄道事業者
福島県（福島県知事 内堀 雅雄）

駅 数 ６駅（只見、会津川口の両駅を含まない）

ｽｹｼﾞｭｰﾙ
（予定）

令和3年6月30日 ：第一種鉄道事業廃止の届出
第二種・第三種鉄道事業許可申請

令和3年11月30日：第二種・第三種鉄道事業許可
令和4年度上半期：復旧工事完了予定
令和4年中 ：運転再開予定

路線図 許可申請概要

ＪＲ東日本
【第二種鉄道事業者】

福島県
【第三種鉄道事業者】

運行 車両

鉄道施設 土地

<19駅><6駅><7駅>

≪上下分離方式のイメージ≫

鉄道施設及び
土地の貸付

使用料の支払い
（減免措置あり）


